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在ガボン日本国大使館 

 

 

 

１． 内政・外交 

 １６日、新憲法草案の採択のための国民投票が行われ、全国２８００カ所の投票所で投票が

行われた。特段の暴力行為や混乱もなく、平和裡に、透明性をもって秩序正しく実施された。

１７日夜、エルマン・イモンゴ内務大臣より賛成９１．８０％、反対８．２０％で、賛成が多数を占

めた旨発表された。投票率は５３．５４％だった。その後、憲法裁判所によって、賛成９１．６

４％、反対８．３６％、投票率５４．１８％という結果に修正された（１６日付ＵＮ、１２月４日付ガ

ボン官報）。 

 １８日、ファキＡＵ委員長は、新憲法に関する国民投票の実施について、暫定政府とガボン国

民に対して祝意を表する声明を発表し、今回の投票は「民主的な憲法秩序の回復に向けた

重要な一歩」であると評価した（１９日付ＧＲ）。 

 ２５日、オリギ・ンゲマ暫定大統領はベルギー・ブリュッセルを訪問。欧州理事会や欧州委員

会とのワーキングセッションに参加した。ガボンの民政移管プロセスと新憲法に関する国民

投票の実施を背景に、ＥＵはガボン情勢に注目する姿勢を示した（２６日付ＧＲ）。 

 ２８日、オリギ・ンゲマ暫定大統領はエジプト・カイロを訪問。３０日、シーシ大統領と首脳会談

を行い、戦略的分野における二国間協力の強化を確認した（３０日付ＧＡ）。 

 

 

２． 経済 

 ２６日、オリギ・ンゲマ暫定大統領は、ＥＵ本部にてシャルル・ミシェル欧州理事会議長及びユ

ッタ・ウルピライネン国際パートナーシップ担当欧州委員と会談し、トランス・ガボン鉄道の再

整備に対し、ＥＵから約１９６億５０００万ＦＣＦＡ（３０００万ユーロ）の無償資金協力を実施する

ことが決定した（２６日付ＧＭＴ）。 

 

 

出典：ガボン官報、ユニオン（ＵＮ）、ガボン・レビュー（ＧＲ）、ガボン・アクチュ（ＧＡ）、ガボン・メディ

ア・タイム（ＧＭＴ） 

（了） 


